
１．２月１５日に地区のチー が に

て されます。これは ー を対象

に されますが、 年 の活動がいよいよ

まりました。

ータリークラ より、２月 案内を

しました。

、 ータリークラ より、１月 報

を しました。

２０２０～２０２１年 ータリー 用

が いています。 の は 事まで。

ゲス

　　北海道留萌 発 設部 道路整備保全

　　保全 　千 　　

留萌 発 設部千 、本日はよ しくお

いします。　 　

しました。　 　

心 まる ありがとう いました。

　

にし そば新 に されました。ありがと

う いました。　 　

が がどこかへ行ってしまいました。
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（先週からの続き／山根会員卓話）

　長時間 発生の原因としては 暴風

雨、暴風雪、 水 により交通障害等になり復

車 が現地へ行けない場合。作業安全上復

作業が ない等の原因があります。 時多発

大規 による場合は 状況、原因 に

時間がかかる場合が多 あり、設備 害が多数

ある場合も復 作業が時間がかかる原因となっ

ている場合があります。配 線事故の発生 数

は、留萌管内過 １０年平均事故 数で年１６ 。

平成２４年から２６年 は や暴風の影響で事故

数が多くなっています。配 線事故の発生状況

では の 力 と ると事故 の回数は

少なく、年間 時間も の 力 に て

も大変少なくなっております。全道では、年間

以上の事故発生 数となっていますが、

今年 は災害も少なく６００ で ち いていま

す。留萌管内においては、今年 ま １ も事

故が きていない状況で、多 めての事 と

います。

　 の情報の 知ですが、 が発生すると

お への 情報の 知を行います。 の

ー ー に 情報のお知ら として、現

過 に していた地 を 。留萌管内

用の リー イヤル 情報 ールがありま

す 。必要に応 て 報車を

動さ 知を行う場合もあります。

　最 に２０２０年４月に北海道 力 が２

つに 化されることをお して、 を めた

いと います。北海道 力 はそのまま

りますが、新たに北海道 力 ッ ーク

という が ます。 の中 は北

海道 力 は発 と で、北海道 ッ

ーク は送 変 配 で設備を

るものになります。発 設備の水力発

力発 原 力発 地 発 の設備は全て北

海道 力が引き ます。送 変 設備

事 所は北 ッ ー ーク が引き

、配 設備の 事 所も北海道 ッ

ーク となります。留萌 には北海道

力 の事 所は くなり、 支 が

留萌を します。引っ しで留萌に ても

の北海道 力 に リー イヤルで

気の り えを ことになります。今現 、

発 については、北海道 力、北海道 ス、

、風力 太 などの などが

行っており、 い取り も北海道 力、北海

道 ス、 ー ーや ー さっ などが行っ

ています。 に平等に送る 送 北海道 ッ

ーク をどう よ しくお いしま

す。 ありがとう いました。

「冬の生活を支える道路の除雪、維持管理」
　　　北海道留萌 発 設部 道路整備保全

　保全 　千葉　　学 様

　本日はお きいた き にありがとう い

ます。本日は冬の生活を支える道路の除雪、

持管理という事でお をさ ていた きます。

　留萌 発 設部の管内道路 持管理は、北は

から増 までの８ と高規 道路

を管轄しております。国道４０号線、国道２３１号線

国道２３２号線、国道２３３号線、国道２３９号線、

留萌自動車道の合計総延長は２８２．７娃の道路を

持管理しています。道路の 持管理は大きく

２つに かれておりまして、道路を 持すると

いう事と道路を するという に かれま

す。 持は道路の 常等を日常的に確 し、交

通に支障を及 さないように対応する事で、

とは道路施設や の 全性を確 し、機

を回復及び強化するという事になります。

持について中 は ありまして、 、 、

除 、 定、除雪、 ン ルなどの設備の点検。

については、 や ン ルの点検を行っ

て、 の必要があれば を行うとか道路の

装の とか、 の 震 強、 面 面な

どの防災対策などが となります。

　まずは道路 持では 活動が行 れますが、

道路 は２日に１回、３日に１回 行 れ

ます。 常時 というものもあり、地震や豪

雨などの災害時や気象 常時には 常 を実

施 します。道路管理には な情報収集提供

装置というものがありまして、その装置の 、
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操作によって情報を収集し迅速に対応に努力し

ています。情報収集には雨量計、凍結検知、地

震計、道路冠水などのセンサーデータや、道路

のＣＣＴＶ画像などを見て道路の状況や気象の

状況、道路利用者や警察からの通報、連絡等に

より道路情報管理室などで情報蓄積、情報の共

有し、関係機関や現場への情報提供及び、道路

情報板、路側放送等で道路利用者へ情報を提供

しています。

　近年、降雨の変化が大きくなっており梅雨、

台風の時期に豪雨災害が発生しやすくなってき

ており、昨年も台風１９号等が発生し、大きな豪

雨災害が発生しています。５０亜／ｈ以上の短時

間強雨の発生回数が近年約１．３倍以上に増加し、

特に災害の恐れがある箇所については、雨量に

よる事前通行規制区間を設置し、道路の通行を

規制する事で道路交通の安全を確保するよう努

めています。雨量による事前通行規制区間は、

全国では直轄国道で実延長２万２千娃において

約千娃、都道府県管理国道の３万２千娃におい

て４千５百娃の区間を持っています。ちなみに

留萌管内では、小平の花岡地区と２３９号線の霧

立峠が事前通行規制区間に指定されています。

雪寒対策として年降雪量は概ね横ばいでありま

すが、近年雪の少ない関東や西日本では、累積

降雪量は平均の約２倍に達し、この６年で積雪

が観測史上最高を更新する地点が３割あり、ゲ

リラ豪雪が全国局所的に発生しています。防雪、

凍雪害を防ぐため、雪崩防止対策や融雪装置の

整備を実施。立往生の原因となる夏タイヤや

チェーン未装備車両による通行を防止するため

に事前の啓発活動や、立ち往生車両の移動を円

滑にするために関係機関と連携した訓練を実施

しています。今冬の取り組みとして近年北海道

内においても大雪や暴風雪など、積雪寒冷地特

有の冬季災害が激甚化しており、冬期災害に備

えた安全で円滑な道路交通の確保に向けて、効

率的な除排雪体制の確保や、道路情報板やＳＮ

Ｓやメール配信サービスなどで情報提供の充実

を図り、これまでの暴風雪を踏まえた立往生対

策への取り組みを進めています。また、一般道

において吹雪時の映像鮮明化技術の実証実験も

行っています。

　近年の冬期事象通行止め発生状況について、

北海道でも近年大雪や暴風雪などの自然災害が

激甚化してきており、北海道内の国道において

も、吹雪や雪崩、路面凍結、またそれらの恐れ

により通行止めが発生しています。国道の冬期

の交通止め回数を見てみますと、地吹雪雪崩が

多く、近年の暴風雪による影響として平成３０年

３月１日から２日にかけての暴風雪と大雪では

低気圧の接近通過の影響により、沿岸部では全

道的に雪を伴って非常に強い風を観測し、暴風

雪や大時化となり、積雪が平年より多い状況の

中、太平洋側を中心に総降雪量が５０唖以上の大

雪となった３月１日～４日にかけて、スタック

車両や故障車両等を原因とする立往生車が発生

し、２６路線４５区間、９４４娃の国道が通行止めとな

りました。

　効率的な除排雪体制の確保についてですが、

北海道内の直轄国道除排雪延長は６７８９娃ありま

して、１５０箇所の除雪基地と１０６５台の除雪機械

により、除雪体制の確保を図っています。留萌

管内では除雪延長８２３娃で、除雪基地が８箇所

除雪機械が５４台配置されています。除雪作業に

は新設除雪として、気象状況、交通状況等を勘

案し、道路交通に支障をきたす恐れがある場合

に実施する事になっています。歩道除雪、歩行

者の通行に支障がある場合に実施。運搬排泄は

堆積した雪により車道の幅員の確保が困難とな

り、引き続き降雪の増加が予想される場合等、

道路交通に支障をきたす場合に実施。凍結材散

布。路面整正、路面の平坦性を確保する必要の

ある場合に実施。拡幅除雪、堆積した雪により

必要な車道復員及び堆雪幅が確保されておらず、
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道路交通に支障をきたす恐れのある場合、 は

新設除雪の実施が困難な場合に実施されます。

　 に情報提供充実について北海道地区道路情

報として ー ー による全道の国道と道道

の交通情報、 常気象時の通行規制、通行止め

の情報、気象情報の提供、国道の メラ画像の

提供などをしています。また、携 でメール

スをあらか め していた いた に国

道及び北海道 発局が管理する高速道路の通行

止め情報を メールでお知ら するサービス

も行っています。国道の通行止め情報や災害情

報などを イッターで情報提供もしています。

国の にも かりやすい情報提供として、道

路情報板、北海道道路情報 ェ ー を

して、冬道 ライ の心 えの ン

ッ を作成、 ンター ー に配布し、

国 にも かりやすい情報の提供も行ってい

ます。暴風雪を踏まえた立往生対策についてで

すが、数年に１ の 吹雪や、 的な大雪な

どの が予想されるとき、北海道 発局は

北海道運 局や 管区気象台と連携し、

を 的として、最新の気象情報や立往生時

の 点を 的に報道発 をします。大 れ

予想やスタック発生予測、スタック交通事故の

発生時、スタック車両の 作業時の 情報

の発信、 機車両への け及び安 確 を

行っています。ＳＮＳ、ラ 放送による情

報提供は、日本道路交通情報センターと連携し

ています。

　 に、除雪現場の 力化に向けた取り組み取

り組みとして、平成２８年 に除雪現場の 力化

に向けた ラッ ー Ｓ を発

、 が幅 く連携して取り組みを実施

しました。 力化のイメー としては 練

ータによる作業装置操作等 による安全

確 、２ 車体制が 生 みちびき

による イ ンス ス 知技術によ

る安全対策等による１ 車体制になるという

事です。昨年 行ってきた事ですが、冬期間通

行止めとなる知 峠で、 生 みちびき

と高 ３ ッ を活用した除雪車の運 支

や 雪装置自動化等の実証実験を実施しま

した。今冬の取り組みとして、引き続き知 峠

において、より高 な 雪装置の自動化や安全

対策技術の実証実験及び、一般道において吹雪

時の映像鮮明化時術の実証実験は実施 します。

　以上、 に北海道 発局の取り組みについ

てお をさ ていた きましたが、道路を利用

される に をお けする場合も

いますので、その はどう 理 いた きた

いと います。 ですが の からの を

らさ ていた きます。 ありがとう

いました。
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